
また、高齢者に占める要支援・要介護認定者の割合は、2005（平成17）年２月にお

いて、全国平均が15.7％で、都道府県別にみると、徳島県の20.4％から茨城県の12.0％

まで1.7倍の差があり、九州地方が高く、関東地方が低いという状況である。

これらの地域差について、その要因として、施設サービスの割合などが考えられる

ことから、次に地域における施設サービスの状況を見ていく。

（施設サービスの利用等が多い地域は介護費用や保険料が高くなっている）

介護保険に係る施設サービス利用率（高齢者に占める施設入所者の割合）について

都道府県別に見ると、2005（平成17）年２月において、埼玉県の2.2％から徳島県の

4.5％まで約２倍の差があり、九州、四国、北陸地方が高く、関東地方が低くなってい

る。

また、居宅サービス利用率（高齢者に占める居宅サービス利用者の割合）について

都道府県別に見ると、2005年２月において、茨城県の7.1％から徳島県の12.5％まで1.8

倍の差があり、九州、四国、近畿地方が高く、関東地方が低くなっている。

都道府県別の施設サービス利用率と高齢者１人当たり給付月額との関連について見

ると、施設サービスは居宅サービスに比べ１人当たり給付費が高いため、強い相関関

係が見られ、施設サービス利用率が高い地域は高齢者１人当たり給付月額が高くなっ

ている。介護保険制度は給付と負担が連動する仕組みとなっており、高齢者１人当た

り給付月額が高い地域は第１号被保険者の保険料が高くなることとなり、都道府県別
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図表2-1-4　第1号被保険者に占める要介護認定者の割合�

沖
縄
県�

鹿
児
島
県�

宮
崎
県�

大
分
県�

熊
本
県�

長
崎
県�

佐
賀
県�

福
岡
県�

高
知
県�

愛
媛
県�

香
川
県�

徳
島
県�

山
口
県�

広
島
県�

岡
山
県�

島
根
県�

鳥
取
県�

和
歌
山
県�

奈
良
県�

兵
庫
県�

大
阪
府�

京
都
府�

滋
賀
県�

三
重
県�

愛
知
県�

静
岡
県�

岐
阜
県�

長
野
県�

山
梨
県�

福
井
県�

石
川
県�

富
山
県�

新
潟
県�

神
奈
川
県�

東
京
都�

千
葉
県�

埼
玉
県�

群
馬
県�

栃
木
県�

茨
城
県�

福
島
県�

山
形
県�

秋
田
県�

宮
城
県�

岩
手
県�

青
森
県�

北
海
道�

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

要介護2 要介護3 要介護5要介護4要介護1要支援�

（％）�


